
研究概要
　水質からの除去が必要とされるフミン質に対
して新しい吸着材料を開発しています。地殻に
存在するガーネット固溶体であるハイドロガー
ネット（Ca3Al2(SiO4)3-x(OH)4x ; x=0 ～ 3）の組
成制御技術を見出し、異なる結合エネルギーを
持つ表面水酸基を形成させることができます。
この表面特性を利用することで、これまでにな
い包括的なフミン質吸着技術を提案していま
す。

背景・従来技術
　天然に存在するフミン質は塩素との反応によ
り発癌性物質を形成するため、水環境から除去
する必要があります。フミン質は腐食物質であ
るため複雑な構造を持ちます。これまでに細孔
を利用する活性炭が吸着材として用いられてい
ますが、細孔サイズに依存した選択的な除去に
なると言われています。

特徴
　水熱反応を巧みに操作することで、ハイドロ
ガーネットの組成制御が可能になり、種々の結
合状態を持つ水酸基を表面に形成することがで
きます。このような表面特性の変化により、従
来技術よりも優れたフミン質吸着特性が発現し
ます。ハイドロガーネットはこれまでに機能性
材料としての研究例はなく、本研究がはじめて
のものです。

実用化イメージ
　浄水過程で使用し、安全・安心な水を作ります。

試作品状況
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可
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・環境浄化材料に関する研究・マルチモードプレートリーダー 
・水熱反応器 

共同研究を希望するテーマ利用可能な設備・装置

　積極的に産学官連携に取り組みたいと思っています。
研究者からのメッセージ
企業等への提案

包括的フミン質吸着剤の開発
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